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１．当四半期決算に関する定性的情報

 以下の経営成績、財政状態に関する説明については、「（４）四半期連結財務諸表に関する注

記事項（追加情報）及び（表示方法の変更）」に記載のとおり、組替え後の前第１四半期連結累

計期間及び前連結会計年度の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の数値を用いて説明しており

ます。 

 

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間における当社グループの業績は、外航海運事業におけるスモールハ

ンディ船市況の回復により、売上高は前年同期比823百万円増収（+16.9%）の5,697百万円、営業

利益は前年同期比370百万円増益の143百万円、経常損益は前年同期比244百万円改善し30百万円の

損失、親会社株主に帰属する四半期純損益は前年同期比127百万円改善し134百万円の損失となり

ました。 

 

当社グループのセグメント別の業績は以下の通りであります。 

①外航海運事業（ロジスティクス） 

 外航海運事業におけるスモールハンディ船の市況は、堅調な荷動きを背景に、緩やかな回復基

調を維持しています。 

 このような状況下、当社グループの外航海運事業におきましては、スモールハンディ船市況が

前年同期より改善したことにより、売上高は前年同期比737百万円増収（+28.8%）の3,295百万

円、セグメント損益は前年同期比274百万円改善し、334百万円の損失となりました。 

②倉庫・運送事業（ロジスティクス） 

 物流業界におきましては、貨物保管残高及び貨物取扱量は前年同期をやや上回る水準で推移い

たしました。 

 このような状況下、当社グループの倉庫・運送事業におきましては、連結子会社であるイヌイ

運送株式会社における引越事業の取扱高の増加等により、売上高は前年同期比48百万円増収

（+4.1%）の1,248百万円、セグメント利益は前年同期比3百万円増益（+10.4%）の34百万円となり

ました。 

③不動産事業 

 都心部の賃貸オフィスビル市況は、空室率は低水準で推移しており、賃料水準も小幅な上昇が

続いております。また、東京23区の賃貸マンション市況は堅調に推移いたしました。 

 このような状況下、当社グループの不動産事業におきましては、既存賃貸物件の安定した高稼

働により、売上高は前年同期比37百万円増収（+3.4%）の1,153百万円となりました。セグメント

利益は賃貸物件の保全に伴う修繕費の減少等により前年同期比83百万円増益（+15.0%）の640百万

円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

(資産、負債及び純資産の状況) 

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、現金及び預金の減少等により前連結会計年度

末比792百万円減の47,619百万円となりました。負債は借入金の返済等により前連結会計年度末

比228百万円減の28,302百万円となりました。純資産は、利益剰余金の減少等により前連結会計

年度末比563百万円減の19,317百万円となりました。 

 この結果、自己資本比率は41.1%から40.6%になりました。 
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(キャッシュ・フローの状況) 

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比較して

1,516百万円減少し、9,843百万円となりました。 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

当第１四半期連結累計期間における営業活動の結果として得られた資金は、940百万円となり

ました。これは主として、非資金損益項目である減価償却費682百万円等によるものです。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

当第１四半期連結累計期間における投資活動の結果として使用した資金は、1,655百万円とな

りました。これは主として、固定資産の取得による支出等によるものです。 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

当第１四半期連結累計期間における財務活動の結果として使用した資金は、904百万円となり

ました。これは主として、配当金の支払い及び長期借入金の返済等によるものです。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当期（2019年３月期）の連結業績予想につきましては、当第１四半期連結累計期間の実績及び

最近の業績動向等を踏まえ、2018年５月11日に公表した前回発表予想を修正しております。 

 詳細につきましては、本日付開示「2019年3月期連結業績予想および配当予想の修正に関するお

知らせ」をご参照ください。 

 なお、外航海運事業における為替、燃料油価格の予想前提は以下の通りです。 

 

 

    当連結累計期間実績 

  （自 2018年４月１日 

   至 2018年６月30日） 

    第２～４四半期前提 

  （自 2018年７月１日 

   至 2019年３月31日） 

為替レート（円／１米ドル） ￥１０７．８０ ￥１１１．００ 

燃料油価格（米ドル／ＭＴ） ＵＳ＄４００．０８ ＵＳ＄４９２.００ 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2018年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 11,553 10,049 

営業未収金 1,510 1,118 

繰延及び前払費用 630 555 

貯蔵品 435 574 

その他 690 702 

貸倒引当金 △19 △13 

流動資産合計 14,801 12,987 

固定資産    

有形固定資産    

船舶（純額） 12,617 13,757 

建物及び構築物（純額） 9,409 9,307 

土地 378 378 

信託建物及び信託構築物（純額） 4,220 4,174 

信託土地 204 204 

建設仮勘定 1,371 1,384 

その他（純額） 334 332 

有形固定資産合計 28,535 29,539 

無形固定資産 300 286 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,737 3,799 

退職給付に係る資産 15 38 

その他 1,022 968 

貸倒引当金 △0 △0 

投資その他の資産合計 4,774 4,806 

固定資産合計 33,610 34,632 

資産合計 48,412 47,619 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2018年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

営業未払金 1,369 1,194 

短期借入金 2,810 2,810 

1年内返済予定の長期借入金 1,503 1,489 

未払法人税等 6 70 

仮受金 1,105 1,074 

賞与引当金 87 27 

用船契約損失引当金 226 202 

その他 1,048 1,256 

流動負債合計 8,156 8,124 

固定負債    

長期借入金 16,350 16,154 

退職給付に係る負債 61 63 

受入保証金 1,408 1,408 

長期前受収益 560 560 

特別修繕引当金 251 258 

用船契約損失引当金 166 122 

長期割賦未払金 1,433 1,462 

その他 141 147 

固定負債合計 20,374 20,177 

負債合計 28,531 28,302 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,767 2,767 

資本剰余金 11,625 11,625 

利益剰余金 5,630 4,973 

自己株式 △1,201 △1,201 

株主資本合計 18,822 18,165 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 607 658 

繰延ヘッジ損益 36 55 

為替換算調整勘定 413 437 

その他の包括利益累計額合計 1,058 1,151 

純資産合計 19,880 19,317 

負債純資産合計 48,412 47,619 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年６月30日) 

売上高 4,873 5,697 

売上原価 4,784 5,209 

売上総利益 89 488 

販売費及び一般管理費 316 344 

営業利益又は営業損失（△） △227 143 

営業外収益    

受取配当金 41 43 

その他 13 10 

営業外収益合計 54 53 

営業外費用    

支払利息 62 75 

為替差損 17 145 

その他 22 6 

営業外費用合計 102 227 

経常損失（△） △274 △30 

特別利益    

固定資産売却益 2 - 

投資有価証券売却益 7 - 

特別利益合計 10 - 

特別損失    

固定資産除却損 0 1 

投資有価証券評価損 17 - 

投資有価証券売却損 13 - 

その他 2 - 

特別損失合計 33 1 

税金等調整前四半期純損失（△） △297 △31 

法人税、住民税及び事業税 △8 66 

法人税等調整額 △26 36 

法人税等合計 △35 102 

四半期純損失（△） △262 △134 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △262 △134 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年６月30日) 

四半期純損失（△） △262 △134 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 76 50 

繰延ヘッジ損益 △8 19 

為替換算調整勘定 △1 23 

その他の包括利益合計 67 93 

四半期包括利益 △195 △41 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △195 △41 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純損失（△） △297 △31 

減価償却費 695 682 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 1 1 

賞与引当金の増減額（△は減少） △76 △59 

用船契約損失引当金の増減額（△は減少） △79 △68 

受取利息及び受取配当金 △44 △47 

支払利息 62 75 

固定資産売却損益（△は益） △0 - 

投資有価証券売却損益（△は益） 5 - 

投資有価証券評価損益（△は益） 17 - 

売上債権の増減額（△は増加） 51 392 

繰延及び前払費用の増減額（△は増加） 35 79 

貯蔵品の増減額（△は増加） 369 △144 

仕入債務の増減額（△は減少） △105 △190 

未払費用の増減額（△は減少） 14 45 

預り金の増減額（△は減少） 38 40 

未払又は未収消費税等の増減額 360 5 

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） 0 0 

その他 △165 211 

小計 883 991 

利息及び配当金の受取額 46 49 

利息の支払額 △67 △79 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △134 △21 

営業活動によるキャッシュ・フロー 728 940 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

固定資産の取得による支出 △1,916 △1,654 

固定資産の売却による収入 2 - 

投資有価証券の売却による収入 206 - 

その他 △0 △0 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,708 △1,655 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入金の返済による支出 △573 △417 

配当金の支払額 △190 △446 

自己株式の取得による支出 △190 △0 

その他 △34 △39 

財務活動によるキャッシュ・フロー △989 △904 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3 102 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,973 △1,516 

現金及び現金同等物の期首残高 13,121 11,360 

現金及び現金同等物の四半期末残高 11,148 9,843 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（会計方針の変更）

（たな卸資産の評価方法の変更） 

 当第１四半期連結会計期間より、当社における燃料油評価方法を移動平均法から先入先出法に変

更しております。この変更は、2014年10月に実施したイヌイ倉庫株式会社と乾汽船株式会社との経

営統合をうけ、新会社として全社課題の検討を行うなかで、過去の燃料油価格の推移とその分析を

実施し、たな卸資産の帳簿価額に価格変動による影響をより適時に反映させることを目的として行

ったものです。 

 なお、当該会計方針の変更が四半期連結財務諸表に及ぼす影響は軽微であり、遡及適用は行って

おりません。 

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を当

第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示

し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。 

 この変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。 

 

（表示方法の変更）

（四半期連結損益計算書） 

 外航海運事業における船舶賃借に伴い発生する「船舶燃料受渡精算金」について、従来、「営業

外収益」又は「営業外費用」に計上しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より、「営業外

収益」の「船舶燃料受渡精算金」は「売上高」に、「営業外費用」の「船舶燃料受渡精算金」は

「売上原価」に計上する方法に変更しております。この変更は、2014年10月に実施したイヌイ倉庫

株式会社と乾汽船株式会社との経営統合をうけ、新会社として全社課題の検討を行うなかで、各航

海の採算管理方針の見直しを行い、外航海運事業の損益実態をより適切に表示するために行ったも

のであります。この表示方法の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間の四半期連結財

務諸表の組替えを行っております。 

 この結果、前第１四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において「営業外費用」の「船舶

燃料受渡精算金」に表示しておりました57百万円は「売上原価」に組替えております。 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書） 

 前第１四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」に独立掲記してい

た「船舶燃料受渡精算金」について、四半期連結損益計算書の表示方法の変更を反映させるため、

当第１四半期連結会計期間より「貯蔵品の増減額（△は増加）」に含めて表示しております。この

表示方法の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の組替えを行

っております。 

 この結果、前第１四半期連結累計期間の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動に

よるキャッシュ・フロー」の「船舶燃料受渡精算金」に表示していた57百万円は、「貯蔵品の増減

額（△は増加）」に組替えております。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自2017年４月１日 至2017年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注１） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注２） 

  ロジスティクス 
不動産 
事業 

計 

 
外航海運 
事業 

倉庫・運送 
事業 

売上高            

外部顧客への売上高 2,557 1,199 1,115 4,873 － 4,873 

セグメント間の売上高又

は振替高 
－ － 7 7 △7 － 

計 2,557 1,199 1,123 4,881 △7 4,873 

セグメント利益又はセグ

メント損失（△） 
△608 31 556 △20 △206 △227 

  （注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△206百万円は、各報告セグメントに配分しない全社費用

△206百万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自2018年４月１日 至2018年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注１） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注２） 

  ロジスティクス 
不動産 
事業 

計 

 
外航海運 
事業 

倉庫・運送 
事業 

売上高            

外部顧客への売上高 3,295 1,248 1,153 5,697 － 5,697 

セグメント間の売上高又

は振替高 
－ － 7 7 △7 － 

計 3,295 1,248 1,160 5,704 △7 5,697 

セグメント利益又はセグ

メント損失（△） 
△334 34 640 340 △196 143 

  （注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△196百万円は、各報告セグメントに配分しない全社費用

△196百万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（表示方

法の変更）」に記載のとおり、前第1四半期連結累計期間において「営業外費用」に表示して

おりました「船舶燃料受渡精算金」を「売上原価」に組み替えております。 

この結果、前第1四半期連結累計期間の「外航海運事業セグメント」の「セグメント損失」は

57百万円増加しております。 
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